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【調査研究の概要】 

 群馬県内の汚染状況重点調査地域における「子どもたちの甲状腺エコー検査」並びに「土壌測定」を実施する

ことを通して、福島第一原発事故以降、子どもたちの置かれている状況を客観的、科学的に調査研究し、社会の

在り方に問題提起をしました。 群馬県では、片品村、みなかみ町及び安中市が指定を解除されたため、現在で

は、桐生市、沼田市、渋川市、みどり市、下仁田町、中之条町、高山村、東吾妻町、川場村の９市町村が『汚染

状況重点調査地域』の指定を受けています。 

 チェルノブイリ原発事故後の健康被害として小児甲状腺がんが報告されており、福島県においては、平成 23

年 10月以降、県民健康調査が実施されています。群馬県では、特に汚染状況重点調査地域に居住する子どもた

ちを中心に標記事業の実施を通して、万が一の被害を最小限にするための体制づくりを私たち市民が主導しまし

た。2017年度甲状腺エコー検査事業では 226名の群馬県の子どもたちの甲状腺検査を行い、土壌測定事業では

51検体の土壌の放射線量を測定しました。これらのデータを集計して報告書を作成し、さらに 2018年 3月 31

日には高崎市において事業報告会を開催し、市民の皆さんに情報を広く共有する場を設けました。 

【調査研究の経過】 

 ・土壌測定：通年実施（51検体）（宅地土壌（40件）、畑土壌（7件）、その他（枯葉・草・おがくずなど 3件）） 

 ・甲状腺エコー検査：年間 7回実施、合計 226人  

…うち A1判定 92名（42.4％）／A2判定 120名（55.3％）／B判定 5人（2.3％） 

 ・2017年度報告会開催：2018年 3月 31日（土）高崎市総合福祉センター第 4会議室（参加者約 40名） 

【今後の展望など】 

・2018年度も引き続き、上記事業を実施し、子どもたちの健康に注視していきます。 

・土壌測定： 2018年度も継続して測定を実施し、学校校庭や保育園・幼稚園園庭、公園など、子どもたちの生

活環境に身近な場所の土壌測定も実施していくことで、今後も暮らしを客観的、科学的に評価していきます。 

・甲状腺検査：年間約 250名実施予定 

① 6月 3日（日）高崎市市民活動センターソシアス（高崎市）：実施済み、② 7月 21日（土）パルシステム

群馬東毛センター（太田市）、③ 9月 15日（土）おひさま飯塚保育園（高崎市）、④ 12月１日（土）パルシ

ステム群馬東毛センター（太田市） 
 

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳 

支 出 費 目 内  訳 支出金額 
高木基金の 

助成金を充当 

他の助成金 

等を充当 
自己資金 

報告会関連費 報告者謝金・会場費・交通費・昼食代・チラシ印刷・デザイン料 110 30 80 0 

郵送代  78 21 57 0 

備品代 ATOMTEX AT1320A・USBなど 200 0 200 0 

会議費 検査時会議費＠6,000円×8回 36 0 0 36 

印刷代 甲状腺検査及び土壌測定チラシの印刷 202 70 132 0 

謝金 研修講師謝金 50 50 0 0 

保険代 検査時及び報告会時保険代 14 3 11 0 

会場代 検査会場貸借料 13 10 3 0 

人件費  520 307 110 103 

研修費  6 6 0 0 

交通費 研修に関する交通費及び講師交通費、ガソリン代 15 10 5 0 

事務用品  160 0 160 0 

外部委託費 甲状腺検査受検者管理用ソフト salesforce導入サポート料 180 93 42 45 

合   計 1,584 600 800 184 
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1. 事業を実施するに当たっての 
基本的視座 

①子どもたちの健康に注視していく 

②社会問題を顕在化させる 

③当事者に社会参加を促す 
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①子どもたちの健康に注視していく 
～あの時何が?～ 
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 2011年３月下旬に川俣町、いわき市、飯舘村の15才以下の子
どもたち1,080人にNaiシンチレーションサーベイメータで前頸部
を３回測定。その平均値を評価 

 弘前大学被ばく医療総合研究所による調査。浪江町の住民62
名を対象。 

 長崎大学先導生命科学研究支援センターによる調査。長崎大
学にて173名をホールボディカウンターにて測定。 
 

初期被ばくの正当な評価が 
できていない 



①子どもたちの健康に注視していく 
～放射線の健康への影響～ 

4 NPO法人Annakaひだまりマルシェ 

社会的立場によって異なる換算係数 

ECRR：
0.55 

ECRR：
0.22 

ECRR：
0.11 

健康への影響も推定値 



②身の回りにある社会問題を顕在化させる 
～群馬県の状況～ 
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出典：環境省 汚染情報サイトより神戸転記 

 

みなかみ市・片品村：
2012年12月 
指定解除 

安中市： 
2017年3月22日 

指定解除 



②身の回りにある社会問題を顕在化させる 
～群馬県 放射線の健康への影響に関する有識者会議～ 
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第１回：2011年11月21日（月） 

  

 

 
第２回：2012年6月25日（月） 



③当事者に社会参加を促す 
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 後 悔 生活への配慮が不十分だったのでは… 10 

 動機 

身体症状の変化 2 

近親者の健康状態の変化 1 

放射線の影響に対する不安 13 

医療機関では受けられない 5 

 実施者へ 

実施に対する感謝 14 

継続的な実施を希望 5 

全体の結果を知りたい 2 

 その他 
医療被ばくに対する不安 1 

生活や社会に目を向けるきっかけとなった 4 

2016年度甲状腺検査報告より抜粋 



③当事者に社会参加を促す 
～事実を共有する～ 
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2. 2018年度甲状腺検査
及び 

土壌測定について 
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2017年度甲状腺エコー検査実施体制 

機器：TOSHIBA Viamo Limited 

検査対象：1922年4月1日以降生まれの方 

検査結果：福島判定 （A1,A2,B,C) 

B,C判定の方には県内のクリニックを紹介 
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回 期日 場所 人数 

内訳 

未就学 小学生 中学生 高校生 成人 合計 

男児 女児 男児 女児 男子 女子 男子 女子 男性 女性 男性 女性 

1 2017.  5.14 高崎市 61 13 9 11 20 2 2 1 1 0 2 27 34 

2 2017.  6.18 高崎市 29 0 9 8 12 0 0 0 0 0 0 8 21 

3 2017.  7.  8 高崎市 40 20 4 6 10 0 0 0 0 0 0 26 14 

4 2017.  9.  2 安中市 20 1 4 2 6 0 0 0 0 0 7 3 17 

5 2017.10.  1 高崎市 16 3 2 1 5 3 0 0 1 1 0 8 8 

6 2017.11.12 高崎市 28 6 2 8 10 1 0 0 0 0 1 15 13 

7 2017.12.  9 高崎市 32 5 3 9 11 1 0 0 2 0 1 15 17 

年度合計 226 48 33 45 74 7 2 1 4 1 11 102 124 

前年度合計 369 84 94 83 82 11 6 3 0 2 4 183 186 

今年度/前年度（％） 61.2% 45.5% 72.1% 52.9% 166.7% 200.0% 61.2% 

2017年度甲状腺エコー検査 受検者数 
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甲状腺エコー検査累積受検者数 

開催年度 人数 

2015年度 
（年間5回実施） 

107人 

2016年度 
（年間9回実施） 

369人 

2017年度 
（年間7回開催） 

226人 

検査実績累計 
702人 
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2017年度甲状腺エコー検査 福島判定の内訳 

  

A 
B 

A1 A2   

男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計 

0-2歳 11 8 19 2 2 4 13 10 23 2 0 2 

3-5歳 14 13 27 15 8 23 29 21 50 0 0 0 

6-10歳 14 21 35 29 42 71 43 63 106 0 0 0 

11-15歳 5 2 7 6 10 16 11 12 23 0 0 0 

16-18歳 0 2 2 1 2 3 1 4 5 0 0 0 

19歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

不明 0 2 2 1 2 3 1 4 5 0 3 3 

合計 44 48 92 54 66 120 98 114 212 2 3 5 
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継続受検者 福島判定結果の推移 

39名 

本年度 

のう胞の最大径 
      （ｍｍ） 

A1 A2 

前回 

A1 10 4 1.5，1.5，1.6，2.2 

A2 1 24 3.7 
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2017年度甲状腺エコー検査における課題 

高崎市と安中市（群馬県西部）のみの開催
となったこと 

 

 

当事者へのアプローチに時間を割けなかっ
たこと 

  

⇒2018年度は群馬県東部での 
 開催を予定 
⇒2019年度以降は群馬県北部 
 での開催も検討 

2018年度は検査報告書をお渡しする際等に、
受検者とコミュニケーションをとる時間を
意識的に設け、量的調査に加えて質的調査
の要素も取り入れる。 
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2018年度甲状腺エコー検査開催予定 

場所 日にち 定員 

１ 高崎市市民活動センター 
ソシアス（高崎市） 

6月3日 80名 
 

２ パルシステム群馬 
東毛センター（太田市） 

7月21日 80名 

３ おひさま飯塚保育園 
（高崎市） 

9月5日 40名 

４ パルシステム群馬 
東毛センター（太田市） 

12月1日 80名 
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2017年度土壌測定の実施体制 

機器      ：ATOMTEX製AT1320A 

検査場所：法人事務所 

目的      ：子どもたちの暮らす環境の今を 

                 知ること 

実施件数：51検体 

2017年度は宅地や畑の土壌が
ほとんどでしたが、2018年度は

学校の校庭や公園など、子ども
たちの集まる場所の測定を 

していきます。 
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※測定結果公表に承諾いただいたデータを転機していま
す。 

2017年度土壌測定結果の一例 
N
o 

試料名称 採取地 測定結果 
（Bq/kg） 

絶対 

誤差（Bq/kg） 

検出下限値 
（Bq/kg） 

2011年4月1日

の推定値
（Bq/kg） 

11 宅地土壌 
（盛土済み） 

安中市 
松井田町 

Cs137 23 ±5.2 2.56 30 

Cs134 7.3 ±2.23 2.39 80 

12 宅地土壌 安中市 
松井田町 

Cs137 123 ±25 2.85 140 

Cs134 18.4 ±4.3 2.67 190 

13 土壌宅地 
（盛土済み） 

安中市 
松井田町 

Cs137 27.5 ±5.9 2.37 30 

Cs134 7.49 ±2.2 2.21 80 

14 宅地土壌 
（盛土済み） 

安中市 
松井田町 

Cs137 6.9 ±2.2 2.36 10 

Cs134 3.56 ±1.64 2.2 40 

15 宅地脇馬入 
土壌 

安中市 
松井田町 

Cs137 90.4 ±18.1 2.59 110 

Cs134 16.5 ±3.9 2.42 170 

16 枯葉 安中市 
松井田町 

Cs137 19 ±7.6 10.1 20 

Cs134 5.53 ±5.91 9.41 60 

17 宅地土壌 
（盛土下） 

安中市 
松井田町 

Cs137 76.9 ±15.4 2..38 90 

Cs134 16.2 ±3.7 2.22 170 
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今後も同一の場所を継続的
に測定し、その変化に 
注視していきます。 



3. 今後の活動について 
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社会課題的 

制度的 
（フォーマル） 

非制度的 
（インフォーマル） 

ファミリーサポート 
事業 

3.11事業 

社会認知的 

受益者 

会費 助成金 

コミュニティ
事業 

事業 
収益 

自らの生活のある場所で 
暮らしに根差した社会課題に 

向き合い続けていく 委託費 
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これから 
～ともに考え、行動する～ 

理念を貫く事業運営 

安定的な資金調達 

市民活動の周知を図る 

市民活動団体が互いに協力し合える仕組みづ
くり 

 

   生活圏域における市民活動の活性化が、 

   社会課題に向き合う土壌を醸成する 

 

 

 

 

 

 



ご支援ありがとうございました。 
 
そしてこれからも、 
  よろしくお願いいたします。 
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